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日
本
陸
上
競
技
連
盟（
３
種
）

公
認
競
技
場

　
完
成
し
た
陸
上
競
技
場
は
、日
本
陸

上
競
技
連
盟
３
種
陸
上
競
技
場
と
し
て

の
公
認
を
取
得
し
ま
し
た
。
規
模
と
し

て
は
、１
種
公
認
の
大
津
市
皇
子
山
総

合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
、２
種
公
認

の
県
立
彦
根
総
合
運
動
場
陸
上
競
技
場

に
次
ぐ
も
の
で
、３
種
公
認
競
技
場
は

当
市
を
含
め
県
内
４
箇
所
あ
り
ま
す
。

３
種
公
認
競
技
場
で
は
県
大
会
や
近
畿

大
会
の
競
技
会
を
公
式
大
会
と
し
て
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当
市
陸
上

競
技
場
は
次
年
度
か
ら
公
式
大
会
開
催

が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
走
路
部（
ト
ラ
ッ
ク
）は
、ゴ
ム
チ
ッ

プ
ウ
レ
タ
ン
で
、舗
装
は
県
内
初
の
青

色
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
青
色
に
は
精

神
を
落
ち
着
か
せ
る
効
果
が
あ
り
、好

記
録
が
出
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
先
日
韓
国
で
開
催
さ
れ
た
世
界
陸

上
競
技
大
会
の
競
技
場
も
走
路
部
は
青

色
で
し
た
。
青
色
舗
装
は
今
や
世
界
的

な
流
れ
と
言
え
ま
す
。
走
路
部
の
使
用

は
予
約
す
れ
ば
ど
な
た
で
も
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、個
人
の
練
習
用
に
、

各
種
団
体
、地
域
の
運
動
会
な
ど
、市
民

ス
ポ
ー
ツ
の
場
と
し
て
お
使
い
下
さ

い
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
内
に
は
天
然
芝
の
サ
ッ

カ
ー
コ
ー
ト
１
面
を
は
じ
め
、円
盤
、砲

丸
、ハ
ン
マ
ー
投
げ
等
の
各
種
投
て
き

場
を
整
備
し
様
々
な
競
技
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
競
技
場
の
外
周
に
は
体
に
負
担
の
少

な
い
全
天
候
舗
装
の
１
周
約
６
５
０
ｍ

の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
走
路
を
整
備
し
ま
し

た
。
こ
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
走
路
は
、仕
事

帰
り
や
、休
日
な
ど
、皆
さ
ん
に
い
つ
で

も
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
無

料
開
放
し
ま
す
。

　
ま
た
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
設
置
し
、車
椅
子
専
用
席
８
席

を
含
む
固
定
席
約
７
５
０
席
を
２
階
に

設
置
。
ト
イ
レ
も
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応

可
能
な
タ
イ
プ
を
採
用
し
、ど
な
た
で

も
安
心
し
て
ご
利
用
で
き
る
施
設
と
し

て
整
備
し
て
い
ま
す
。

競
技
場
施
設
の
概
要

日
本
陸
上
競
技
連
盟（
３
種
）

　
　
　
　
　
　
公
認
陸
上
競
技
場

収
容
人
員
約
３
，０
０
０
人

◦�

ス
タ
ン
ド
固
定
席
約
７
５
０
人（
車

椅
子
専
用
８
席
）

◦
芝
生
ス
タ
ン
ド
２
，２
５
０
人

◆
競
技
場
フ
ィ
ー
ル
ド

　
全
天
候
舗
装
４
０
０
ｍ
×
８
レ
ー

ン
、砲
丸
、ハ
ン
マ
ー
、円
盤
投
げ
、や

り
投
げ
、３
，０
０
０
ｍ
障
害
、幅
跳

び
、三
段
跳
び
、棒
高
跳
び
、走
り
高

跳
び
等
の
競
技
が
可
能
。

◆
競
技
場
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド

　
68
ｍ
×
１
０
５
ｍ
サ
ッ
カ
ー
コ
ー

ト
１
面
、天
然
芝（
品
種：あ
も
青
）

◆
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド

　
管
理
室
、ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
×
２
、

温
水
シ
ャ
ワ
ー
ブ
ー
ス
×
６
、会
議

室
、救
護
ス
ペ
ー
ス
、指
導
員
室
、写

真
判
定
室
、備
品
倉
庫
、防
災
備
蓄
倉

庫
、男
女
ト
イ
レ
、多
目
的
ト
イ
レ
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
。

◆
競
技
場
外
施
設

　
練
習
用
走
路（
全
天
候
舗
装
）55
ｍ

×
３
レ
ー
ン
、競
技
備
品
倉
庫
１
棟
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
走
路（
全
天
候
舗
装
）（
１

周
約
６
５
０
ｍ
）、防
災
ト
イ
レ
１
棟

陸
上
競
技
場
利
用
受
付
中

　
９
月
１
日
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、利
用
に
つ
い
て
は
、水
口
ス
ポ
ー

ツ
の
森
管
理
事
務
所
で
予
約
申
込
み
の

受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
利
用
時
間

　
５
月
～
９
月�

８
時
30
分
～
19
時
30
分

　
10
月
～
４
月�

８
時
30
分
～
17
時

◎
使
用
料

《
貸
切
使
用
》　
大
会
、記
録
会
等

　
平
日：２
，０
０
０
円
／
時
間

　
土
日
祝
日：２
，５
０
０
円
／
時
間

《
共
用
使
用
》　�

例：
走
路
部
を
複
数
で

使
用
す
る
場
合
な
ど

　
２
，０
０
０
円
／
回

（
10
名
以
上
の
団
体
）

　
２
０
０
円
／
回
／
人（
個
人
）

※��

共
用
使
用
の
場
合
、児
童
生
徒
は
半
額
。

　

防
災
公
園
と
し
て
の

整
備
も
充
実

　
甲
賀
市
水
口
ス
ポ
ー
ツ
の
森
は
、地

域
防
災
計
画
で
地
域
の
広
域
防
災
拠
点

施
設
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
陸
上
競
技
場
は
、緊

急
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
発
着
場
に
も
な
っ
て

お
り
、大
規
模
災
害
時
に
は
こ
こ
を
中

心
と
し
て
物
資
の
搬
入
搬
出
、急
病
者

の
輸
送
な
ど
重
要
な
施
設
に
な
り
ま

す
。

　
今
回
の
工
事
で
は
、平
時
は
芝
生
の

散
水
な
ど
管
理
用
と
し
て
使
用
し
、災

害
時
に
は
、手
押
し
ポ
ン
プ
を
利
用
し

生
活
用
水
と
し
て
使
用
で
き
る
１
４
０

ト
ン
の
貯
水
槽
を
は
じ
め
、災
害
時
に

は
汲
み
取
り
式
に
変
更
可
能
な
防
災
ト

イ
レ
、太
陽
光
発
電
の
時
計
や
園
路
灯
、

防
災
用
資
機
材
を
格
納
す
る
備
蓄
倉
庫

な
ど
を
新
た
に
設
置
し
、防
災
公
園
と

し
て
の
機
能
も
充
実
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、競
技
場
内
の
全
天
候
舗
装
は
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
発
着
時
の
粉
塵
を
極

力
防
ぐ
効
果
が
あ
り
、メ
イ
ン
ス
タ
ン

ド
は
防
災
時
の
緊
急
対
策
本
部
に
も
兼

ね
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、災
害
時
で

も
使
い
や
す
い
施
設
に
な
る
よ
う
考
慮

さ
れ
て
い
ま
す
。

【
関
連
行
事
】

水
口
ス
ポ
ー
ツ
の
森

　
　
陸
上
競
技
場
オ
ー
プ
ン
記
念

第
８
回　

甲
賀
市
民
体
育
大
会
開
催

　

陸
上
競
技
場
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し

て
、市
民
体
育
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

◦
一
部（
中
学・高
校・一
般
）

　
期
日　
10
月
16
日（
日
）　
雨
天
決
行

　
日
程　
受　
付　
８
時
30
分
～

　
　
　
　
開
会
式　
９
時
～

　
　
　
　
競
技
開
始　
９
時
45
分
～

　
種
目　

�

１
０
０
ｍ
・２
０
０
ｍ
・４
０
０

ｍ
・８
０
０
ｍ
・１
，５
０
０
ｍ
・

３
，０
０
０
ｍ
・５
，０
０
０
ｍ
・

１
１
０
ｍ
Ｈ・４
×
１
０
０
ｍ

Ｒ・
走
高
跳・
走
幅
跳・
三
段

跳・砲
丸
投・円
盤
投・や
り
投

　

�(

中
学
の
部
、高
校
の
部
、一
般
の
部
、男

女
で
一
部
種
目
は
異
な
り
ま
す)

◦
二
部（
小
学
生・マ
ス
タ
ー
ズ
）

　
期
日　
10
月
30
日（
日
）　
雨
天
決
行

　
日
程　
受　
付　
８
時
30
分
～

　
　
　
　
開
会
式���

９
時
～

　
　
　
　
競
技
開
始　
９
時
30
分
～

�【
小
学
生
】

　
対
象　
小
学
３
年
生
～
６
年
生

　
種
目　

�

60
ｍ
・１
０
０
ｍ
・１
，０
０
０

ｍ
・
80
ｍ
Ｈ・
走
幅
跳・
走
高

跳・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投・
４
×

１
０
０
ｍ
Ｒ

　

(

学
年
に
よ
り
種
目
は
異
な
り
ま
す)

�【
マ
ス
タ
ー
ズ
】

　
対
象　
男
子
30
歳
以
上

　
　
　
　
女
子
25
歳
以
上

　
種
目　

�

60
ｍ
・１
０
０
ｍ
・
２
０
０
ｍ
・

４
０
０
ｍ
・８
０
０
ｍ
・１
，5

０
０
ｍ
・３
，０
０
０
ｍ
・５
，０

０
０
ｍ
・走
幅
跳・走
高
跳・棒

高
跳・三
段
跳・砲
丸
投・円
盤

投・や
り
投・４
×
１
０
０
ｍ
Ｒ

(

年
齢
区
分
に
よ
り
種
目
は
異
な
り
ま
す)

～ 
10
月
10
日
オ
ー
プ
ン 

～

　
こ
の
た
び
完
成
し
た
陸
上
競
技
場
は
、基
本
計
画
の
段
階
で
利
用
団
体
や
、住
民
の
代
表
で
協
議
会
を
組
織
し
、住
民
参
加
で
計
画

を
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
選
手
、利
用
者
が
使
い
や
す
く
、設
備
の
充
実
し
た
競
技
場
と
し
て
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
体
を
動
か
す
に
は
良
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
健
康
な
体
作
り
に
は
適
度
な
運
動
が
一
番
で
す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
陸
上

競
技
場
を
は
じ
め
と
す
る
水
口
ス
ポ
ー
ツ
の
森
で
健
康
な
体
づ
く
り
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

水
口
ス
ポ
ー
ツ
の
森
陸
上
競
技
場

甲
賀
市

◦  オープニングイベント  ◦
10月10日（祝）　13時～

・開式行事・テープカット・くす玉開披
・「ＮＨＫジュニア陸上教室」

講師：谷
たに

川
がわ

真
ま

理
り

さん
・「記念撮影会」

※ 当日は２階スタンド席を開放していますの
で自由にイベントを見学いただけます。

※ 雨天の場合「NHKジュニア陸上教室」は、土
山体育館で行います。

陸上競技場を一般開放します
　完成した陸上競技場を10月11日（火）～
31日(月)までの平日（９時～ 17時）に限り陸
上競技場の走路部のみを無料で一般開放し
ます。スポーツの秋、リニューアルした陸上
競技場を一度試走してみませんか。
（期間中は運動靴のみのご利用となります）

施
設
利
用
問
い
合
わ
せ

　
水
口
ス
ポ
ー
ツ
の
森
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
　
☎
６
２
‐
７
５
２
９

問
い
合
わ
せ

　
建
設
管
理
課　
公
園
緑
地
係

　
　
　
　
　
　
☎
６
５
‐
０
７
２
０

　
　
　
　
　
　
Fax
６
３
‐
４
６
０
１　

問
い
合
わ
せ

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　
　
☎
８
６
‐
８
０
２
３

　
甲
賀
市
体
育
協
会

　
　
　
　
　
　
☎
８
６
‐
２
３
４
３
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ぶin らり窯元めぐりめぐり

「野菜・果物・花」で
甲賀市の農業・農村を元気に!!
～新たな野菜の産地づくりをめざして～

　新鮮で安全、安心な農産物に対する関心は高く、生産者の顔が見える地元で採れた農産物への消費者のニーズ
は年々大きくなっています。しかし、市内では野菜、花、果樹などの園芸作物の出荷量が少ない状況です。
　甲賀市では、野菜の生産量を拡大し、地元直売所や京阪神の市場への出荷を増やすことにより、新たな野菜の
産地づくりを推進しており、優れた農地である水田において出荷用の野菜を生産する農業者に対し様々な支援
を行っています。
　また、直売所や市場において市内で採れた野菜を「甲賀野菜」としてブランド化する計画をしていますので、こ
の機会にぜひ野菜栽培をはじめてみませんか。

　　　　補助事業等による支援　　　　
　消費者のニーズが高いが、生産量が少ない野菜
について、水田を有効に活用することにより生産
拡大を図るため、補助事業等による支援を行いま
す。
■甲賀の野菜生産拡大推進事業
　水田において、市指定野菜（トマト、ほうれんそ
う、ねぎ、にんじん、こかぶ、かぼちゃ）を作付けし
出荷した場合、年2作を上限に10a当たり30,000
円以内を補助します。
■国の支援策（産地資金）の活用
　水田において、野菜を作付けし出荷した場合、年
2作を上限に、10a当たり30,000円以内を補助し
ます。

　その他、転作奨励補助金やしがの水田野菜生産拡大推進事業などの支援策があります。

　　　　　　販売先の確保　　　　　　
　園芸栽培が『安心して取り組める魅力あるもの』
として取り組まれるよう取引先を確保し、安定した
価格で販売できるよう計画生産、計画出荷を進めて
います。

販売先を見据えた生産

　　　　　　　　新規栽培者に対する支援　　　　　　　　
～「花野果」園芸講座受講者募集 ～

　新たに野菜栽培を開始していただく方のために、園芸講座を開催します。
◆募集�人員　農産物の直売所への出荷を予定されている方や品目拡大を

希望される農家の方を対象とし、募集人員は30名程度とします。
◆実施時期および内容
　　　◦10月27日（木）�13時30分～ 16時30分
　� 　栽培ほ場見学（新規栽培者からの体験談）
　　　◦11月9日（水）� 13時30分～ 16時30分
� 　座学（野菜の基礎知識講義）
　　　◦11月29日（火）および12月1日（木）
� 　個別相談会（営農計画の作成と技術的相談）
◆開催場所　JAこうか本所（水口町水口6111-1）
　　　※ただし、10月27日はJAこうか本所玄関前集合の後、現地にて開催

◆申込締切　10月14日（金）
◆申込�方法　農業振興課またはJAこうか生産指導課まで電話でお申し

込みください。

野菜生産に対する主な支援

生産者
（農業者・集落営農組織） JA➡➡

➡➡

農業振興課　☎65-0712　Fax63-4592
� JAこうか生産指導課　☎62-0588�問い合わせ／申し込み

信楽焼再発見
まち歩きツアー

　10月28日（金）～ 30日（日）の３日間、窯元を公開するイベン
ト「ぶらり窯元めぐり」が地元市民団体により開催されます。
　この会期中の29日（土）市民の皆さんに地域の資源を再発見
していただくまち歩きツアーを右記のとおり開催します。
　昨年秋『信楽まちなか芸術祭』の会場となった窯元散策路を
歩き、窯元や工房などの見学も併せて行います。
　参加は無料ですので多数ご参加ください。

◦開 催 日／ 10月29日（土）10時30分
～ 12時

◦集合場所／信楽町長野

　　　　　　信楽伝統産業会館ロ
ビー

◦散策場所／窯元散策路

◦事前申込／�参加者の住所、氏名、
年齢、電話番号を

ご記入のうえ、10月20日（木）まで
に

FAXでお申込ください。（Fax63-4087）� 商工政策課　　　☎65-0709　Fax63-4087
� 観光戦略推進室　☎65-0708　Fax63-4087

問い合わせ／申し込み

　

今
年
で
25
回
目
を
迎
え
る

『
あ
い
の
土
山
マ
ラ
ソ
ン
』を

11
月
6
日（
日
）、君
原
健
二
さ

ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え（
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
）開
催
し
ま

す
。

　
当
日
は
、コ
ー
ス
周
辺
道
路

で
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。

沿
道
の
皆
様
や
通
行
さ
れ
る

方
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、大
会
１
週
間
前

（
10
月
30
日（
日
））の
新
聞
折

込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
に
君き

み
原は

ら
健け

ん
二じ

さ
ん
を
迎
え

２
０
１
１

あ
い
の
土
山
マ
ラ
ソ
ン

＝
11
月
６
日
開
催
＝

＝10月29日開催＝

問
い
合
わ
せ

　
甲
賀
市
土
山
体
育
館
内

　
大
会
事
務
局

　
　
　
☎
６
６
‐
０
０
９
１

ゲスト：君原健二さん

◦日 時／ 11月6日（日）��雨天決行
��スタート：マラソン女子� 10時25分� マラソン男子� 10時30分� ハーフマラソン女子� 10時35分� ハーフマラソン男子� 10時40分

参加者
募集

甲賀市ホームページ リニューアルに伴い 
 

アドレスが変わりました
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

！
※「shiga」の部分が「 lg（エルジー）」に変わりました。

◦�旧アドレスでアクセスしても自動的に新アドレスへ転送
されますが、お気に入り登録などの変更をお願いします。
◦�市ホームページへリンクされていた場合は、リンクアド
レスの変更をお願いします。

新アドレス▶�http://www.city.koka.lg.jp/
旧アドレス▶�http://www.city.koka.shiga.jp/

広報課　☎65-0675　Fax63-4619
問い合わせ

凡例　○：タネまき、 △：仮植、 ◎：植えつけ、 ■：収穫、  　：トンネル

ね　　ぎ

にんじん

こ か ぶ

かぼちゃ

ほうれんそう

ト マ ト
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９
月
30
日
を
も
っ
て
、人
権
擁
護

委
員
の
一
宮
氏
が
任
期
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
が
、新
た
に
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
を
受
け
ら
れ
10
月
１
日
か
ら
再

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、平
成
26
年
９
月
30
日
ま

で
の
３
年
間
で
す
。

　
今
後
、市
内
の「
人
権
な
ん
で
も
相

談
」を
中
心
に
、「
人
権
週
間
」に
お
け

る
街
頭
啓
発
等
、市
内
で
の
人
権
擁

護
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
。

　
人
権
に
関
わ
る
悩
み
ご
と
を
抱
え

て
お
ら
れ
る
方
は
、人
権
擁
護
委
員

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
再
任
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員

（
敬
称
略
）

　
一い
ち
宮み
や　
祥
し
ょ
う
子こ（
甲
賀
町
小
佐
治
）

　「里親」とは、児童福祉法に基づき、親の病気や離婚等さま
ざまな理由により家庭で生活することが難しい子どもを一
時的、継続的に預かり、あたたかい愛情と家庭的な雰囲気の
中で育てていただける方のことです。
　子どもが明るく健やかに成長していくためには、あたた
かい家庭が大切で、家庭の温もりを求めている子どもたち
が里親との出会いを待ち望んでいます。
　里親には、養育里親、専門里親、親族里親、養子縁組を希望
する里親の4種類があります。この他に児童福祉施設入所
中の子どもを週末等に一時的に預かっていただいています。
　里親になるには、心身ともに健全で、児童の養育について
の理解および熱意ならびに児童に対する豊かな愛情をお持
ちの方であれば、特別な資格はいりませんが、研修を受講い
ただき、県知事により里親として認定される必要がありま
す。
　子どもが大好きな健康で明るいご家庭の方で、里親制度
にご理解・ご協力いただける方は、中央子ども家庭相談セン
ターまたは社会福祉課までお問い合わせください。

　また、滋賀県里親大会が下記のとおり開催されます。里
親による体験発表、アトラクションの他、詩人の里みちこ氏
による「詩(し)がたり」も予定されています。里親制度に関
心のある方はぜひご参加ください。

人
権
擁
護
委
員
に
一
宮
氏
を
再
任

人権推進課　人権政策係
☎65-0694　Fax63-4582

問い合わせ

あたたかい愛情を必要としている
子どもたちがいます

～ 10月は「里親月間」です～

第54回滋賀県里親大会
◦日時　10月29日（土）　13時～ 16時15分
◦会場　高島市民会館�（高島市今津町中沼1-3-1、
　　　　　　　　　��ＪＲ近江今津駅下車・徒歩３分）
◦内容　式典・里親体験発表
　　　　アトラクション
　　　　講演「いのちの詩がたり」　～絆を結ぶ～
　　　　　　　　　　詩人　里

さと
みちこ氏

中央子ども家庭相談センター
☎077-562-1121　Fax077-565-7235
社会福祉課　家庭児童相談室
☎65-0660　Fax63-4085

問い合わせ

●対象／ �20歳未満の在宅の重度心身障害児で、身体
障害者手帳１級（２級の一部を含む）程度の
身体障害、または、障害の状態が上記と同じ
程度以上の精神（知的）障害があると認めら
れる人

●支給額／１４，３３０円（月額）

●対象／ �20歳以上の在宅の重度心身障害者で、障害
基礎年金の１級程度の障害が重複している
のと同程度の障害がある人

●支給額／２６，３４０円（月額）

※�いずれも、診断書などによる認定
が必要で、所得などによる支給制
限があります。詳しくはお問い
合わせください。

障害児福祉手当・特別障害者手当制度

　市では常時介護が必要な在宅の重度障害者の方に、その障害
のために生じる負担を軽減し、福祉の増進を図るため、次の手当
を支給しています。

社会福祉課　障害者支援係
☎65-0702　Fax63-4085

問い合わせ

障害児
福祉手当

特別障害者
手当

「愛」ある情報基盤整備
～新しい行政情報サービスの提供に向けて～

　市が行う情報基盤整備により、市全域に光ファイバー網を利用して、民間の通信事業者では提供で
きない市独自の行政情報サービスを行います。

　単身のご高齢者の方や共働き家庭のお子様など、見守
りを必要とされる方が、日常使用されるテレビの電源を
入れることにより、身内の方などに、いつもどおり暮ら
していることをお知らせするサービスです。

①見守りを必要とされ
ている方が、テレビの
スイッチを入れます。

②『お元気確認』の専用
の画面が現われます。

③連絡先として登録い
ただいた方、たとえば
離れて暮らす息子さん
や娘さん、ヘルパーさ
ん等の携帯電話等へ
メールが自動的に配信
されます。

■�高齢者等見守りサービス�■
　ケーブルテレビのリモコンを使って、テレビ画面の品
物を選択し、買物が出来るサービスです。外でのお買い
物が困難な方等への生活支援として活用できます。

①お店を選択し、商品を選択
します。

②この購入情報がケーブル
テレビ会社からお店へ送ら
れます。

③お店からご自宅に商品が
届けられます。

　水口地域、信楽地域一円で光ファイバーケーブルの敷
設工事を行います。本工事において、通行規制などご迷
惑をおかけいたしますが、ご協力いただきますよう、よ
ろしくお願いいたします。

◦工事内容 :
　�　光ファイバーケーブル
を電柱へ架設します。

◦工事時期 :
　�　平成23年10月より順
次施工いたします。

　なお、土山地域・甲賀地域・
甲南地域敷設工事は、平成24
年度に予定しています。

■�買物支援サービス�■

■�光ファイバー工事のおしらせ�■

情報基盤整備推進室
☎65-0658　Fax63-4574

問い合わせ

光ファイバー敷設工事
▲１日１回ですが、
テレビの電源を入れ
たときに、メールが
配信されます。

▲例えば３日間などの一定期間、テ
レビのスイッチが入らなければ、
「電源が入っていない」旨の心配
メールが自動的に配信されます。
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34NO.地域市民センター東西南北

◦場　　所：甲南庁舎２階　こども未来課
◦連 絡 先：☎８６－８１７９
◦相談担当：市職員（保育士を含む）・法人職員

信楽自治振興会田代・畑分会

　信楽自治振興会は、当面、３つの部会でスタートする
こととなりました。
　その中の一つが田代・畑分会です。田代・畑区は、他
の２つの分会とは山を隔てており、地理的な条件からも、
すぐに交流を深めるのは難しく、まずは、田代区と畑区
で、地域事情に合わせたまちづくりに取り組んでいただ
くこととなりました。
　小さいながらも、両区にある、魅力的な地域資源を活
かしながらのまちづくりに期待が集まっています。

信楽自治振興会田代・畑分会
大
おお
平
ひら
繁
しげ
男
お
会長に聞きました。

── �自治振興会設立に至った経過や
ご苦労されたことをお聞かせください

　市が「新しいコミュニティの創造」という基本構想を
元に、自治振興会によるまちづくりを提案され、区長会、
タウンミーティング、出前講座での説明を通し、自治振
興会の設立を望まれました。私たちの信楽小学校区では、
５つの区が何度も協議を重ねましたが、地理的、人口的、
文化の違い等の理由により、市の提案どおりの設立は困
難ということになり、結果的には３つの分会にて設立の
運びとなりました。そして、従来より地域のつながりの
深かった、田代区と畑区で昨年の 12月 11 日に準備委
員会を設立し、今年の５月 21日に信楽学区自治振興会
田代・畑分会を設立いたしました。
　田代・畑区は信楽学区でも小さな区のため、一つの自
治振興会では、小さな区の意見が反映されにくく、大き
な区の意見が優先されてしまうのではないかという危機
感や今まで以上に地域間格差が広がるという心配から、

当面はこの地区
のことはこの地
区で主導権を取
り、声を出すこ
とが最良の策だ
と考え、分会と
してスタートしました。

── �事業について教えてください

　田代・畑分会として最初の事業は、10月 29・30 日
に田代地区で開催される「案山子祭り」です。今年もユ
ニークな案山子をたくさん飾り、多くの皆さんにお越し
いただけるよう趣向を凝らした計画をしています。
　来春には市内の観光スポットとして定着した、畑地区
の「しだれ桜」の保存の取組みを行います。
　また、広報紙の発行やホームページの作成、地域安全・
防災対策への取組みも進めていきます。

── �信楽自治振興会田代・畑分会のＰＲをどうぞ

　田代地区、畑地区は山林に囲まれた地区で周囲にはゴ
ルフ場が散在しています。田代地区には地域の活性化の
ために開設された「田代高原の郷」があり、農産物の販
売や、地元特産物の漬物、こんにゃく、お餅等を販売し
ています。
　畑地区は樹齢約 400 年のしだれ桜（エドヒガン）が
有名で、市の天然記念物です。春には多くの花見客や写
真家が押し寄せます。これといった取り得の少ない地域
ですが「かかし祭り」や「しだれ桜」をメインにした事
業活動を展開し地域の活性化を図りたいと思います。
　また、人的な点ではいくつもの部会を創ることは不可
能ですが、当面は地域検討部会と専門部会の２つの部会
でこの地域のまちづくりを展開したいと思います。
　諺にもある「鶏口となるも牛後となるなかれ」のごと
く、身の丈にあったまちづくりをめざしていきます。

魅力的な地域資源を生かした
まちづくりに期待

　
油
日
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、

８
月
か
ら
学
区
内
に
お
住
ま
い
の
方

に
お
願
い
し
て
、い
ろ
い
ろ
な
手
作

り
の
も
の
を
セ
ン
タ
ー
内
に
展
示
し

て
い
ま
す
。

　
８
月
は
上
野
教
育
集
会
所
で
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
を
習
っ
て
お
ら
れ
る
方
の

作
品
を
30
点
あ
ま
り
、９
月
か
ら
は

甲
賀
町
油
日
に
お
住
ま
い
の
瀬
古
正

樹
さ
ん
に
、竹
を
加
工
し
て
作
っ
た

花
入
れ
２
点
と
板
を
ご
自
分
で
漆
塗

り
の
加
工
を
施
さ
れ
た
花
台
を
展
示

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
10
月
以
降
も
さ
ま
ざ
ま
な
作

品
を
展
示
し
て
い
く
予
定
で
す
の

で
、油
日
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
近
く

に
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
と
も
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

　

８
月
26
日（
金
）、岩
上
自
治
振
興

会
設
立
記
念
事
業
第
１
弾
と
し
て
、

「
ふ
れ
あ
い

ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
＆
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
」（
生
涯
学
習・
健
康
づ
く

り
部
会
事
業
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

嶬
峨
の
滋
賀
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
の
ご
協

力
に
よ
り
、夕
闇
せ
ま
る
午
後
４
時

か
ら
の
雨
上
が
り
の
美
し
い
ゴ
ル
フ

コ
ー
ス
を
約
１
時
間
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

し
た
後
、ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で
軽
食
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、大
正
琴
グ
ル
ー

プ“
Ｌ
ａ�

ｄ
ｏ
ｕ
ｘ（
ラ・ド
ゥ
ー
）”

の
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

当
日
は
、80
人
を
超
え
る
岩
上
区
民

が
、楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
記
念
事
業
第
２
弾
は
、10
月
16
日

（
日
）に
岩
上
体
育
館
で
防
災
訓
練
を

行
う
予
定
で
す
。

　
甲
南
町
延
寿
会
の
皆
さ
ん
約
70
名

に
甲
南
庁
舎
周
辺
の
清
掃
奉
仕
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
甲
南
庁
舎
で
は
、市
職
員
を
は
じ

め
、社
会
福
祉
市
協
議
会
や
甲
賀
市

観
光
協
会
、甲
賀
市
商
工
会
甲
南
支

所
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
で
草
刈

り
や
清
掃
作
業
も
定
期
的
に
行
っ
て

い
ま
す
が
、毎
年
、各
種
団
体
の
皆
さ

ん
に
清
掃
活
動
で
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
奉
仕
作
業
、大
変
お
疲
れ
様
で
し

た
。
日
々
の
業
務
の
な
か
で
、来
庁

さ
れ
る
方
に
気
持
ち
良
く
過
ご
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も
環

境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　
十
五
夜
は「
仲
秋
の
名
月
」と
言
い

ま
す
が「
芋
名
月
」と
も
言
わ
れ
ま
す
。

　

昔
は
、芋
名
月
の
日
に
竹

竿
の
先
に
茎
を
付
け
た
ま
ま

の
里
芋
を
逆
さ
ま
に
吊
る
し

軒
先
に
飾
る
風
習
が
あ
っ
た

と
聞
き
山
内
地
域
市
民

セ
ン
タ
ー
で
再
現
を
し

ま
し
た
。

　
何
十
年
ぶ
り
か
に
飾

り
を
見
た
ご
高
齢
の

方
々
は
、「
久
し
ぶ
り
に

飾
り
を
見
て
懐
か
し
い
、こ
の
よ
う

な
風
習
は
残
し
て
お
き
た
い
も
の
」

と
昔
を
思
い
出
し
な
が
ら
懐
か
し
そ

う
に
ほ
ほ
え
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、9
月
13
日
、山
内
地
域
市
民

セ
ン
タ
ー
で
山
内
保
育
園
の
園
児
の

皆
さ
ん
と
健
康
体
操
山
内
サ
ー
ク
ル

の
皆
さ
ん
と
で
お
月
見
会
を
し
ま
し

た
。

　
今
年
の
十
五
夜
は
9
月
12
日
、一

日
遅
れ
の
お
月
見
会
と
な
り
ま
し
た

が
、園
児
た
ち
は
お
月
見
の
由
来
に

つ
い
て
の
話
を
聞
い
た
り
、月
見
飾

り
に
だ
ん
ご
を
盛
り
付
け
た
り
し
な

が
ら
、地
域
の
皆
さ
ん
と
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

手
作
り
作
品
を

展
示
し
て
い
ま
す

油
日
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
の
夕
べ

岩
上
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

甲
南
庁
舎
周
辺
を
清
掃
奉
仕

甲
南
第
一
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

昔
の
風
習
を
再
現
し
ま
し
た

山
内
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

地域コミュニティ推進室
��☎65-0687　Fax63-4554問い合わせ

自治振興会は、10月１日現在、市の提案 23地区の内、
19地区で設立されています

平成24年度 貴生川認定こども園『個別入園相談窓口』を開設します
　貴生川認定こども園に関する入園手続きや保育料、
保育内容などについて、保護者の皆様にご安心いただ
けるよう、個別の相談窓口を次のとおり開設します。
　お子様の健やかな成長を願われる保護者の皆様のど
のような小さなご質問にもお答えいたしますので、お
気軽にお問い合わせ下さい。
　なお相談日時の調整のため、事前に甲賀市教育委員
会事務局こども未来課へご連絡いただきますようお願
いします。

開設日 開設時間
10月３日（月）13時～ 17時

５日（水） 〃
７日（金）17時～ 19時

開設日 開設時間
８日（土）13時～ 17時
12日（水） 〃
14日（金）17時～ 19時
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甲賀市長杯小学生女子ソフトボール大会で決
勝戦までマウンドに立った土山スポーツ少年団
投手の前田梓さん。決勝戦は「雨で手が滑り思う
ような投球ができなかった。勝ちたかった」と悔
しそうな表情で話してくれました。
小学校３年生のときに現在のチームに入団し

た前田さんですが、今年春、あこがれの元オリン
ピック代表選手に直接指導を受ける機会を得ま
した。その時、“ライズボール”という打者の手元
で浮き上がるように変化する球の投げ方を教わ
りました。この球は小学生で投げられる選手は
少ないのですが、前田さんは、この球種を覚える
ことができ、その後試合での投球に幅が広がった
と白い歯をのぞかせます。
この春からは、キャプテンとしてチームのまと

め役もこなします。週末の練習では、常に先頭に
立って動く彼女の姿があります。
「監督からの指示をみんなに伝え、いつもチー
ムが一つになるよう心がけています」。
将来の夢を聞くと、「もし、オリンンピックにソ

フトボールが復活したらぜひ出たい。」と目を輝
かせて語ってくれました。

エースピッチャーはチームを
まとめる頼れるキャプテン　

土山スポーツ少年団（ソフトボール）

前
まえ

田
だ

　梓
あずさ

さん（土山町北土山）
55

　
甲
南
町
の
瀬
古
薬
師
堂
近
く
の
田
ん
ぼ
で
、９
月
12
日
の
日
没
直
後
か
ら「
瀬
古

の
流
星
」が
あ
り
、約
90
発
の「
流
星
」が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
流
星
と
は
、竹
筒
に
火
薬
を
つ
め
た
手
作
り
花
火
で
、瀬
古
薬
師
堂
の
会え

式し
き
に
合

わ
せ
て
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　
「
甲
賀
忍
者
」の
狼の

ろ
し煙
に
起
源
す
る
と
も
い
わ
れ
る
こ
の
行
事
は
、戦
争
中
に

い
っ
た
ん
途
絶
え
ま
し
た
が
、火
薬
の
配
合
が
記
さ
れ
て
い
た『
瀬
古
青
年
買
物

控
』の
発
見
を
契
機
に
、昭
和
51
年
に
地
域
活
動
の
一
環
と
し
て
復
活
し
、現
在
で

は
竜
法
師
流
星
保
存
会
に
よ
っ

て
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
中
に
は
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以

上
飛
ぶ
も
の
も
あ
り
、弧
を
描

く
光
の
軌
跡
が
観
衆
の
目
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。

　
伴
谷
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド

で
９
月
10

日
、甲
賀
市

長
杯
小
学
生

女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会

が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
台
風
の
影

響
で
日
程
が

１
週
間
延
期

に
な
り
ま
し

が
、市
内
３

チ
ー
ム
を
含

む
県
内
外
９

チ
ー
ム
が
参

加
し
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

時
折
に
わ
か
雨
が
降
り
出
す
不
安
定
な
天
気
の

中
、真
っ
黒
に
日
焼
け
し
た
子
ど
も
た
ち
は
日
頃
の

練
習
の
成
果
を
出
し
切
っ
て
好
プ
レ
ー
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

　
大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す

　
★
優　
勝
：
草
津
レ
イ
ン
ボ
ー
ガ
ー
ル
ズ

　
★
準
優
勝
：
土
山
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
★
三　
位
：
水
口
レ
ッ
ド
ス
タ
ー
ズ

夜
空
を
飾
る
光
の
軌
跡

９
チ
ー
ム
が
熱
戦
繰
り
広
げ
る

男の「うまみ」教室
▲ 夜空に弧を描く「流星」

　手話のできる市民を増やし、聴覚障がい者へ理解を深
め、誰もが住みやすい地域をめざすことを目的に、６月
から毎週火曜日にサントピア水口で甲賀市・湖南市手話
入門講座が行われています。
　講座には両市から31名の受講者が、市内在住の聴覚
障がい者の方を講師に、手話の基礎を学ばれています。
　９月６日の講座では、基礎講座の後、手話をしながら
歌う「手話コーラス」の練習が行われました。
　はじめは歌と手話の動きが合わず、戸惑う様子もみら
れましたが、繰り替えし練習していくうちに少しづつ歌
と手話の動きが
合い、最後には、
全員揃った手話
の動きと美しい
歌声が教室に響
き渡りました。

　男性を対象にした料
理教室が９月10日、水
口保健センターで開催
され、12名が参加しま
した。
　今年度からスタート
したこの教室は、「食」
を通じて自身の健康を
考えることを目的に年
２回開催されるもので
す。
　この日は、男性の健
康づくり自主グループ「華板さん」の会員を講師に、
調味料の計り方や出汁のとり方、野菜の切り方など
料理の基礎を真剣に学んでいました。
　始めてエプロンを付けた参加者もいましたが、「早
速料理で家族サービスをしたい」「塩分を控えた食生
活を心がけたい」など、話を弾ませながら出来栄えに
舌鼓を打っていました。

手話でコーラス

「食」を通じて健康を考える天
体
望
遠
鏡
で
お
月
見

第６回甲賀市長杯小学生女子ソフトボール大会瀬古の流星

甲賀市・湖南市手話入門講座

▲天体望遠鏡で月見を楽しむ参加者

▲ 講師の指導を受け料理をつくる
参加者

▲手話コーラスの練習をする受講者のみなさん

▲ 準決勝水口レッドスターズ対土山スポーツ少年団

▲ 力投する前田さん

かふか生涯学習館
天体観望会

　
か
ふ
か
生
涯
学
習
館
で
９
月
10
日
、中
秋
の
名
月
を
観
察
す
る
天
体
観
望
会
が
開
催

さ
れ
、親
子
連
れ
な
ど
25
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、職
員
か
ら
月
に
ま
つ
わ
る
説
明
を
聞
い
た
後
、天
体
ド
ー
ム
へ
移
動
し
、

代
わ
る
代
わ
る
望
遠
鏡
を
覗
き
込
み
ま
し
た
。

　
同
館
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
天
体

望
遠
鏡
は
、県
下
で
も
最
大
級
の
も
の

で
、月
の
表
面
を
鮮
明
に
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
参
加
者
は
一
味
違
っ
た
名
月
を
興
味

深
く
観
察
し
た
り
、望
遠
鏡
の
レ
ン
ズ
に

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
当
て
て
撮
影
し
た

り
し
て
い
ま
し
た
。

102011.10.1平成23年10月1日11 2011.10.1 平成23年10月1日



となりまちいこ かめやま

うか

が

情報交流ひろば

芭蕉と横光利一のふるさとを訪ねる� 伊賀市 アート亀山2011� 亀山市

VOL.9

～商店街を歩いて現代アートにふれる～～深まる伊賀の秋を楽しむ～

　

全
国
か
ら
公
募
で
選
ば
れ
た

若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
地
元
作

家
が
、東
町
商
店
街
の
空
き
店
舗

や
路
地
な
ど
に
現
代
ア
ー
ト
を

展
示
し
ま
す
。

　
10
月
16
日
に
は
、映
像
作
品
や

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
も
催
さ
れ
ま
す
。

　

ま
ち
全
体
が
ま
る
で
美
術
館

の
よ
う
な
東
町
商
店
街
で
、芸
術

の
秋
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
と
き
】10
月
16
日（
日
）～
23
日（
日
）

【
と
こ
ろ
】東
町
商
店
街（
亀
山
市
東

町
一
丁
目
付
近
）

※�

16
日（
日
）に
は
、１
０
０
円
で
豊

富
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る「
亀
山
１
０
０
円
商
店
街
」

も
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
ア
ク
セ
ス
】Ｊ
Ｒ
亀
山
駅
下
車
北

へ
徒
歩
約
10
分

　

J
Ｒ
関
西
本
線
電
化
を
進
め

る
会
で
は
、関
西
本
線
沿
線
の
よ

さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、J

Ｒ
柘
植
駅
か
ら
旧
大
和
街
道
を

中
心
に
伊
賀
が
生
ん
だ
俳
聖
松

尾
芭
蕉
、文
豪
横
光
利
一
が
育
っ

た
地
を
巡
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

【
と
き
】10
月
15
日（
土
）

【
集
合
時
間
】9
時
45
分

【
集
合・解
散
場
所
】J
R
柘
植
駅

【
内
容
】芭
蕉
公
園・
横
光
公
園
な

ど
、約
７・５
km
を
散
策
し
ま
す
。

※�

昼
食
時
、豚
汁
の
振
る
舞
い
が
あ

り
ま
す
。

※�

公
共
交
通
機
関
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

※�

小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
は
保
護

者
同
伴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

企
画
課

☎
０
５
９
５-

２
２-
９
６
２
１

伊
賀
市
商
工
会

☎
０
５
９
５-

４
５-

２
２
１
０

問
い
合
わ
せ

文
化
部
文
化
ス
ポ
ー
ツ
室

☎
０
５
９
５-

８
４-

５
０
７
９

問い合わせ
Fax

甲賀市広報課
　６５-0675　　63-4619Fax

伊賀市秘書広報課
　０５９５-２２-９６３６　　０５９５-２２-９６１７Fax

亀山市広報秘書室
　０５９５-８４-５０２2　　０５９５-８２-９６８５

い
つ
ま
で
も「
生
き
が
い
を
も
っ
て
社
会
参
加
」

も
ん
じ
ゃ
焼
き
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

村
むら
山
やま
　敏
とし
子
こ

甲
賀
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
平

成
20
年
に
開
講
し
た
シ
ニ
ア
講
座
を
受

講
さ
れ
た
後
、
受
講
生
の
方
か
ら
、「
こ

の
ま
ま
で
終
わ
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
」

「
何
か
せ
な
あ
か
ん
・・・
何
か
し
よ
う
よ
」

と
声
が
あ
が
り
、集
ま
っ
た
人
た
ち
の「
ど

ん
な
も
ん
じ
ゃ
・
・
こ
ん
な
も
ん
じ
ゃ
」

と
力
強
い
意
気
込
み
か
ら
、“
も
ん
じ
ゃ

の
会
”
と
命
名
し
発
足
。
会
員
は
男
性

８
名
、
女
性
８
名
の
16
名
。
月
数
回
高

齢
者
サ
ロ
ン
へ
出
向
き
、
も
ん
じ
ゃ
焼
き

を
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
ん
じ
ゃ
焼
き
は
、
鉄
板
に
具
材
で
土

手
を
つ
く
り
、
中
央
に
出
し
汁
や
残
り
の

具
を
入
れ
て
か
き
混
ぜ
て
焼
き
、
ヘ
ラ
な

ど
で
す
く
っ
て
食
べ
る
や
わ
ら
か
め
の
お

好
み
焼
き
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

も
ん
じ
ゃ
の
会
が
作
る
も
ん
じ
ゃ
焼
き

は
、
高
齢
者
の
方
に
も
食

べ
や
す
い
よ
う
に
具
の
野

菜
や
エ
ビ
、
イ
カ
、
紅
し
ょ

う
が
は
細
か
く
切
り
、
肉

は
ミ
ン
チ
使
用
、
味
付
け

も
し
つ
こ
く
な
ら
な
い
よ
う

工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
甲
南
町
竜
法
師

公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
高

齢
者
サ
ロ
ン
「
お
達
者
ク
ラ

ブ
」
に
も
ん
じ
ゃ
の
会
が

出
向
か
れ
る
と
聞
き
、
取

材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。サ

ロ
ン
に
は
77
歳
～
90

歳
ま
で
25
名
の
高
齢
者
の

方
が
参
加
、
ス
タ
ッ
フ
の
方

を
交
え
食
卓
を
囲
み
も
ん
じ
ゃ
焼
き
に

舌
鼓
。

参
加
者
の
方
々
は
、
は
「
お
い
し
か
っ

た
。
お
昼
ご
飯
を
食
べ
た
後
な
の
に
何
枚

も
い
た
だ
き
ま
し
た
」「
一
人
暮
ら
し
な

の
で
、
み
な
さ
ん
と
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が

ら
食
べ
る
和
や
か
な
雰
囲
気
が
と
て
も
う

れ
し
い
」
な
ど
皆
さ
ん
笑
顔
で
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

お
し
や
べ
り
し
な
が
ら
の
も
ん
じ
ゃ
焼

き
で
お
腹
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
後
は
、

み
ん
な
で
手
遊
び
や
歌
を
歌
い
サ
ロ
ン
は

終
了
。

終
始
笑
顔
の
絶
え
な
い
和
や
か
雰
囲

気
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

も
ん
じ
ゃ
の
会
の
会
員
さ
ん
か
ら
も

「
大
勢
の
人
に
出
会
っ
て
、
前
向
き
に

が
ん
ば
れ
る
」「
こ
の
会
で
の
出
会
い
が

一
番
の
自
分
の
喜
び
」「
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
に
触
れ
、
自
分
自
身
も
活
性
化
し
、
仲

間
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
た
」
な
ど
の
感

想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
人
と
人
が
出
会
い

関
係
を
築
き
、
ひ
と
り
で
は
で
き
な
か
っ

た
行
動
を
可
能
に
す
る
こ
と
、
み
ん
な
が

幸
せ
に
お
互
い
に
助
け
合
う
活
動
、
そ
ん

な
意
図
を
こ
の
会
の
皆
さ
ん
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

“
無
理
せ
ず
、
気
楽
に
ス
ト
レ
ス
た
め

ず
”“

わ
き
あ
い
あ
い
、
屈
託
の
な
い
仲
間
”

“
い
つ
ま
で
も
生
き
が
い
、
い
つ
ま
で

も
社
会
参
加
”
を
モ
ッ
ト
ー
に
も
ん
じ
ゃ

の
会
の
活
動
は
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
き

ま
す
。

も
ん
じ
ゃ
焼
き
で
食
卓
を
囲
み
、
地
域
の
人
と
交
流
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
も
ん
じ
ゃ
の
会
」
を
紹
介
し
ま
す
。

▲竜法師お達者クラブでの様子

▲もんじゃの会のみなさん

最低気温記録はマイナス14.1℃
　市内には気象庁の観測所が土山と信楽の2カ所に設けら
れています。2地点の平均気温（平年値）は、13.0℃（土山）、
12.2℃（信楽）となっており、全国の都市の中では福島市
（13.0℃）や仙台市（12.4℃）の平均気温とほぼ同じぐらい
です。
　ところで、信楽は県内で最も平均気温が低くなっていま
すが、特に冬季の冷え込みは厳しく1985年1月31日には�
－14.1℃を記録したほどです。

　複雑で変化に富んだ気象特性がみられるのも、面積が広
く標高差がある甲賀市ならではといえるでしょう。

連続シリーズ 統計からみる�

甲賀市  なんでもランキング
その４

総務課
  ☎65-0663　Fax63-4561問い合わせ

観測地点 信楽 土山 彦根 米原 長浜 今津 南小松 大津 東近江

平
年
値　

気
温（
℃
）

平均 12.2 13.0 14.7 13.7 13.9 13.7 14.4 14.9 14.0

最高 18.2 17.9 18.8 18.4 18.7 18.1 18.7 19.6 19.3

最低 6.9 8.6 11.1 9.3 9.6 9.8 10.6 10.8 9.3
平年値の統計期間：1981年～ 2010年

気象庁HP、滋賀県の気象（彦根地方気象台）による
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ぐ
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50
中
世
甲
賀
の
侍
た
ち
は
、土ど

豪ご
う・
地じ
ざ
む
ら
い侍
な

ど
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、甲
賀
の
地
に
し

っ
か
り
と
根
を
下
ろ
し
、館
や
城
を
構
え
、

村
や
郷ご
う

を
治
め
る
い
わ
ば「
村
の
殿
様
」と

し
て
の
性
格
を
強
く
持
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
特
色
は
一
族
が
共
に
手
を
携
え
て
、地

域
社
会
の
維
持
に
力
を
尽
く
し
た
と
こ
ろ

に
あ
り
ま
し
た
。

彼
ら
は
外
に
向
か
っ
て
は
山
中
や
大
原
、

佐
治
や
望
月
な
ど
の
一
族
の
名
を
用
い
ま

し
た
が
、身
内
で
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
苗
字

を
持
ち
そ
れ
を
名
乗
る
場
合
も
少
な
く
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
た
と
え
ば
山
中
福
西・

美
濃
部
富
川・
大
原
勝
井・
上
野
冨
田
な
ど

で
あ
り
、二
つ
め
の
名
が
の
ち
に
苗
字
と
な

り
、現
在
も
使
わ
れ
て
い
る
も
の
も
み
ら
れ

ま
す
。
甲
賀
出
身
で
織
田
信
長
の
家
臣
と

し
て
活
躍
し
た
滝た

き

川が
わ

一か
ず

益ま
す

の
場
合
、「
滝
川
」

は
二
つ
目
の
名
で
あ
り
、甲
賀
に
戻
っ
た
時

や
、甲こ
う
か
し
ゅ
う

賀
衆
に
対
し
て
出
す
文
書
に
は
、「
大

原
滝
川
一
益
」と
署
名
し
て
い
ま
す
。

甲
賀
衆
が
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
苗
字
を

使
っ
た
の
は
、よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、惣そ

う
り
ょ
う
け

領
家（
本
家
）が
庶し
ょ

子し

家け（
分
家
）を
圧

倒
す
る
の
で
は
な
く
、同
じ
苗
字
を
持
つ
一

族（
同
族
）が
手
を
携
え
て
地
域
社
会
を
支

配
す
る
と
い
う
、「
同
ど
う
み
ょ
う
ち
ゅ
う

名
中
」と
呼
ば
れ
る
結

束
の
あ
り
か
た
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
戦
国
時
代
の
甲
賀
社
会
は
、こ

の「
同
名
中
」を
基
礎
に
、さ
ら
に「
郡ぐ
ん
ち
ゅ
う
そ
う

中
惣
」

へ
と
展
開
し
ま
す
が
、こ
の
よ
う
な
同
族
の

結
束
は
侍
た
ち
の
歴
史
の
な
か
だ
け
で
な

く
、冠
婚
葬
祭
な
ど
の
つ
き
あ
い
の
な
か

で
、今
日
で
も
広
く
見
ら
れ
る「
株
」に
通
じ

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、こ
の
よ
う

な
同
族
結
合
の
強
さ
は
、時
代
を
超
え
甲
賀

社
会
の
特
色
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
と
い

え
ま
し
ょ
う
。

◎『
甲
賀
市
史
』好
評
販
売
中

【
販
売
場
所
】　
〈
水
口
町
〉ブ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ

ヤ
マ
カ
ワ・
ブ
ッ
ク
ス
ハ
タ
ヤ・
山
田
書
店・

TSU
TAYA

さ
ん
ぽ
う
ど
ー・
水
口
歴
史
民

俗
資
料
館〈
土
山
町
〉ウ
エ
ノ・
道
の
駅
あ
い

の
土
山・
新
名
神
土
山
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
案

内
所・
土
山
歴
史
民
俗
資
料
館〈
甲
賀
町
〉か

ふ
か
生
涯
学
習
館〈
甲
南
町
〉ウ
イ
ン
グ
甲
南

店・
市
史
編
さ
ん
室〈
信
楽
町
〉大
宝
堂
谷
川

書
店・信
楽
伝
統
産
業
会
館・信
楽
中
央
公
民

館

甲
賀
衆
が
持
っ
た

二
つ
の
苗
字

問
い
合
わ
せ

　
歴
史
文
化
財
課　
市
史
編
さ
ん
室

　
☎
８
６
‐
８
０
７
５　
Fax
８
６
‐
８
２
１
６

甲
賀
社
会
の
ル
ー
ツ
が
こ
こ
に

『
甲
賀
市
史
』 

第
２
巻

10
月
12
日
よ
り
予
約
受
付
開
始�

（
来
年
２
月
刊
行
予
定
）

　
『
甲
賀
市
史
』第
２
巻「
甲
賀
衆
の
中
世
」を
来
年
２
月
に
刊
行
す
る
の
に
先
立
ち
、今
月
12
日
か
ら

予
約
を
開
始
し
ま
す
。
今
回
は
予
約
方
法
と
、予
定
さ
れ
て
い
る
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
甲
賀
の
地
に
源
氏
や
平
氏
を
名
乗
る「
武
士
」が
力
を
付
け
て
き
た
平
安
時
代

の
末
か
ら
鎌
倉
時
代
の
よ
う
す
を
描
き
ま
す
。
甲
賀
の
武
士
の
さ
き
が
け
と
も

い
え
る
甲こ
う
賀か
の
公き
み
是こ
れ
茂も
ち
を
は
じ
め
、平
家
打
倒
を
め
ざ
し
て
立
ち
上
が
っ
た
柏か
し
わ
ぎ木
義よ
し

兼か
ね・山
本
義よ
し
経つ
ね
兄
弟
の
活
躍
、彼
ら
が
拠
点
と
し
た
甲
賀
谷
の
変
遷
や
、交
通
の
要

路
を
擁
す
る
荘
園
の
成
立
と
展
開
を
紹
介
し
ま
す
。

　
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
の
甲
賀
を
、膨
大
な
古
文
書
が
今
に
伝
わ
る
山
中

氏
を
は
じ
め
と
し
て
、こ
の
地
に
住
ま
う
侍
た
ち
が
ど
う
力
を
蓄
え
、「
甲
賀
衆
」

と
し
て
成
長
し
た
か
を
描
き
ま
す
。
ま
た
、応
仁
の
乱
を
は
じ
め
と
し
た
混
乱
の

世
情
の
な
か
で
、信
し
が
ら
き
の
し
ょ
う

楽
荘
を
持
っ
た
近こ
の
衛え

家け

な
ど
の
中
央
貴
族
が
荘
園
経
営
に
腐

心
し
つ
つ
郷ご
う
民み
ん
た
ち
と
交
流
す
る
よ
う
す
を
描
き
ま
す
。

　
戦
国
時
代
の
甲
賀
を
将
軍
や
近
江
守
護
の
六
角
氏
、さ
ら
に
は
織
田
信
長
な
ど

の
諸
勢
力
と
甲
賀
衆
と
の
関
係
を
通
し
て
描
き
ま
す
。「
同
ど
う
み
ょ
う
ち
ゅ
う

名
中
」や「
郡ぐ
ん
ち
ゅ
う
そ
う

中
惣
」と

い
っ
た
特
徴
的
な
自
治
組
織
の
形
成・発
展
を
軸
に
、長
ち
ょ
う
享き
ょ
うの
六
角
征せ
い
伐ば
つ
、足
利
義

政
を
助
け
た
和わ

田だ

惟こ
れ

政ま
さ
、織
田
家
の
臣
と
し
て
活
躍
し
た
滝た
き

川が
わ

一か
ず

益ま
す
、信
長
に
動

員
さ
れ
た
甲
賀
衆
の
動
向
や
、「
神
君
伊
賀
越
え
」に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。

　
中
世
甲
賀
の
多
彩
な
文
化
を
テ
ー
マ
ご
と
に
紹
介
。
飯
道
山
の
修
験
道
。
甲

賀
衆
の
結
集
を
支
え
た
聖
徳
太
子
信
仰
。
雨
乞
い
な
ど
の
在
地
の
人
々
の
信
仰

世
界
、祈
り
の
対
象
と
な
っ
た
仏
像
を
は
じ
め
、芸
能
や
文
芸
の
世
界
は
も
と
よ

り
、「
六
古
窯
」の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
信
楽
焼
の
成
立
も
こ
こ
で
紹
介
し
ま
す
。

「
甲
賀
衆
の
中
世
」

《
起
の
巻
》

武
士
の
登
場

《
承
の
巻
》

甲
賀
衆
の
成
長

《
転
の
巻
》

甲
賀
衆
の
結
束

《
結
の
巻
》

祈
り・美・芸
能

◦本の体裁／B5判・上製本・箱入り・本文約500ページ・
　　　　　　写真多数・カラーブックレット同梱
◦販売価格／1冊�3,500円　　予約価格�１冊�3,400円
◦予約期間／10月12日（水）～平成24年１月31日（火）
◦申込方法／�市史編さん室へ直接または電話・Fax・Ｅメールでお申し

込みください。水口歴史民俗資料館・土山歴史民俗資料
館・かふか生涯学習館・信楽中央公民館の各窓口でもお申
し込みいただけます（休館日にご注意ください）。

＊全巻予約済みの方は今回の予約は不要です。

※�市史の詳細は市ホームページトップの［甲賀市史］のバナー
からもご覧いただけます

〔既刊のご案内〕
第１巻「古代の甲賀」
　紫香楽宮を中心に古代の甲賀の姿が見えてくる
第６巻「民俗・建築・石造文化財」
　祈りと暮らしの推移、郷土の誇り豊かな文化財
第７巻「甲賀の城」
　甲賀戦国の城を網羅、全国城郭ファン絶賛の１冊

歴史文化財課　市史編さん室（甲賀市役所甲南庁舎３階）
☎86-8075　Fax86-8216　
Eメール koka616000@city.koka.lg.jp

申し込み・問い合わせ

診療科・曜日 月 火 水 木 金

午
前

内科
○ ○ ○ ○

★ ★ ★

循環器内科 　○※ ○ － 　○※ －

消化器内科 － － － ○ －

糖尿病内科 － － 　○※ － 　○※

小児科 ○ ○ ○ ○ ○

外科 － ○ － － ○

整形外科 ○ ○ ○ ○ ○
★印－新設　※予約制

診療科・曜日 月 火 水 木 金

午
後

内科 ○ ○ ○ ○ ○

整形外科 － ○ － － ○

小児科（心臓病） － － － － 　○※

※小児科（心臓病）の午後診療は
　毎月第4金曜日のみです（予約制）

診療科 受付時間 診療時間 休診日

内科・循環器内科・消化器内科・
糖尿病内科・小児科・外科・
整形外科・リハビリテーション科

午前診　8：00～正午
　　　　※金曜の内科は11：30まで
午後診　13：30～ 15：30

午前診　9：00～

午後診　14：00～

土曜日・日曜日・
祝日・年末年始

◎新任医師の就任により10月から、月・水・木曜日の午前に内科診療枠が増えました。

水口医療センター内科の診療が充実

水口医療センター
  ☎62-3346　Fax62-3347問い合わせ
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お知らせ

かふか２１子ども未来会議
「子ども議会」開催
●日時／10月23日（日）午後1時～
（傍聴受付12時30分～）
●場所／甲賀市議場（水口庁舎３階）
●内容／子ども議員24名が宿泊研修
や施設訪問等を通じ、甲賀のことを学
び、体験する中で感じた、「こうすれば
甲賀がよくなる」という意見を市に提
案・提言します。
問／かふか２１子ども未来会議事務局
（水口中央公民館内）
62-0488／Fax 62-3338

催　し

忍の里プララ「押花」作品展
●日時／10月2日（日）～16日（日）
9時～17時まで　入場無料（最終日
は16時まで）
●場所／忍の里・プララ甲南情報交
流センター
最終日に押花体験教室を開催します。
●日時／10月16日（日）13時～15時
●材料費／400円　先着15名
問・申／忍の里・プララ甲南情報交
流センター
86-1046 ／Fax 86-8119

ふれあい親子陶芸教室
　甲南ふれあいの館で自分だけのオ
リジナル陶器を作ってみませんか
●日時／10月15日（土）10時～12時
●場所／甲南ふれあいの館
●定員／25名(先着順)
●受講料（材料費を含む）／大人・中
学生500円　小学生以下400円
申・問／甲南ふれあいの館
／Fax 86-7551

（月火休館）

ハロウィン・パーティー
　外国人ゲストとゲームや仮装コンテス
トをします。仮装をして来てください
ね。
●日時／10月22日（土）15時～17時
（20分前より受付開始。混雑しますの
で早目に受付をお願いします）
●場所／かふか生涯学習館
●対象／小学生・大人（大人の付き添
いがあれば幼児も可）
●参加費／甲賀市国際交流協会会員
300円　非会員500円
●持ち物／仮装
●定員／130名
●申込締切／10月14日（金）
問・申／甲賀市国際交流協会
0748-63-8728

ふるさと散策ウォーキング
参加者募集
●内容／各町を2時間程度、ストック
を使ってウォーキング。地元を歩いて
みませんか
●コース・日時／
■水口コース【約5㎞】10月20日（木）
10時～　旧東街道三筋を散策します。
■土山コース【約4㎞】10月27日（木）
10時～　宿場町を歩こう。東海道伝
馬館に立ち寄ります。
■信楽コース【約4㎞】11月10日（木）
10時～　陶芸の森ウォーキングコース
■甲賀コース【約4㎞】11月17日（木）
10時～　鹿深夢の森～大鳥神社。く
すり学習館を見学。
■甲南コース【約3㎞】11月24日（木）
10時～　プララ～新名神甲南イン
ター。パーキングエリアでアイスを食
べよう。
●対象／甲賀市在住の18歳以上の
男女（高校生は除く）
●募集人員／各日15名
●参加料／各日200円（保険料）
●申込締切／各開催日の2日前まで
＊詳細は社会体育施設（各体育館）に置
いている案内チラシをご覧ください。
問・申／文化スポーツ振興課
86-8023 ／Fax 86-8380

碧水荘文化祭
●開催日／10月14日（金）～16日（日）
●場所／老人福祉センター碧水荘
（水口スポーツの森内）
●内容／作品展示：陶芸・盆栽・書道・
表装・デジカメ写真・絵手紙（期間中）
※15（土）には、作陶体験、苔玉づく
り、16日（日）には野点、絵付け体験、
苔玉づくり、将棋体験のほか、コーラ
スやハンドベル演奏、レクダンス、ゲー
ムやお楽しみ抽選会もあります。
問／老人福祉センター　碧水荘
62-6080 ／Fax 62-6096

みなくち子どもの森
きまぐれ「しぜんさんぽ」のご案内
　秋の身近な自然を楽しみます（短時
間の自然観察ガイド）。
●日時／10月1日（土）14時～約1時間

●集合／みなくち子どもの森自然館前
●申込／不要。ただし先着15名
●費用／無料。雨天時は展示案内に
切り替える場合があり、その場合は入
館料（大人200円、小中学生100円）
が必要。
問／みなくち子どもの森自然館
63-6712 ／Fax 63-0466

夜空旅人（天体観望会）
「“１０月りゅう座流星群”のお話」
●日時／1０月８日（土）１９時３０分～
２１時３０分
●場所／かふか生涯学習館
●内容／天体のお話、月、木星、秋の
星座などの観望
●申込方法／電話にて下記まで
●申込締切／１０月７日（金）　先着２０
名
※天候・人数等により中止する場合が
あります。
申・問／かふか生涯学習館
88-4100 ／Fax 88-5055

水口歴史民俗資料館ロビー展
「甲賀のモノと暮らし②

─モノを入れる木の道具─」
●期間／10月1日(土)～12月4日(日)
　※木・金曜日休館
●開館時間／10時～17時
●場所／水口図書館・資料館ロビー
●入館料／無料
問／水口歴史民俗資料館
62-7141 ／Fax 63-4737

信楽陶器まつり
●日時／１０月８日（土）－１０日（月・祝）
９時～１７時
〈主なイベント〉
◦第79回信楽陶器総合展（陶芸の森
信楽産業展示館）
◦陶器即売会（市役所信楽地域市民
センター周辺）
◦セラミックアートマーケット（陶芸の
森太陽の広場）
問／信楽焼振興協議会
83-17555 ／Fax 83-1756

2011 商工まつり
●日時／10月16日（日）10時～16時
●会場／甲賀市役所　駐車場
●内容／市内企業による製品・商品展
示即売、模擬店、ステージなど。プリキュ
ア・ショーもあります。（午前・午後）
●入場／無料
問／甲賀市商工会
62-1676／Fax 63-1052

12 月 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

水口スポーツの森へ行こう　●10月の催し
甲賀市民スタジアム

1日（土）・2日（日） 第41回日本少年野球関西秋季大会滋賀支部予選（中学生硬式）
15日（土）・16日（日） 第6回�ＮＯＳＡＩ�カップ学童野球大会（小学生軟式）
21日（金）～23日（日） 第29回ＪＡＢＡびわこ杯争奪社会人クラブ（一般硬式）

30日（日） 甲賀市軟式野球リーグ決勝トーナメント（一般軟式）

多目的グラウンド
1日（土） 市長杯争奪　グラウンド･ゴルフ大会（一般グラウンド・ゴルフ）

2日（日）･9日（日） 甲賀ブロック4年生大会（小学生サッカー）
8日（土） 県リブ順位決定戦　プリンス代表決定戦（高校生サッカー）

15日（土） 第14回滋賀県ターゲット･バードゴルフ大会（一般ターゲット・パーゴルフ）
19日（水） 第26回全国選抜ゲートボール大会（一般ゲートボール）
21日（金） 秋季総体第4ブロック大会（中学生サッカー）
22日（土） 第4ブロック強化練習会（中学生サッカー）
23日（日） ママさんサッカー選手権大会（女性サッカー）

29日（土） 県協会甲賀地区ふれあい交流グラウンド･ゴルフ大会
（一般グラウンド・ゴルフ）

甲賀市陸上競技場
10日（祝） オープニング記念事業　式典、『NHKジュニア陸上教室』�講師：谷川真理氏
16日（日） 第８回甲賀市民体育大会　１部（中学・高校・一般陸上）
23日（日） ジュニアサッカー教室（小学生サッカー）
30日（日） 第８回甲賀市民体育大会　２部（小学生・マスターズ陸上）

初めての水中運動体験教室
●募集対象／40歳以上で甲賀市に在住又は在勤されている方
　　　　　　＊男女問わず
　　　　　　＊介助を必要とされない方
●申込み／参加希望日の開催会場に直接お申込みください。（先着受付順）
●持ち物／水着・スイミングキャップ・バスタオル
●参加費／100円／回

会　場 開催日 開催時間 定員 募集期間

甲賀B＆G海洋センター
TEL88-5887

10月20日（木） 9：45～10：45 10名 10月19日（水）まで

10月22日（土） 19：00～20：00 10名 10月21日（金）まで

水口スポーツセンター
TEL63-1200

10月18日（火） 集合�12：15 5名 10月17日（月）まで

10月25日（火） 解散�13：45 5名 10月24日（月）まで

10月21日（金） 集合�14：40 5名 10月20日（木）まで

10月28日（金） 解散�16：30 5名 10月27日（木）まで

問／文化スポーツ振興課スポーツ振興係　 86-8023／Fax86-8380
　　甲賀市体育協会　 ／Fax86-2343

文化協会文化祭のご案内
　さまざまな力作の展示や、芸能発表など、日頃の活動の成果を発表される各地
域の文化祭。
　皆さんお誘い合わせの上、ぜひご覧ください。

名　称 開催日 会　場 内容

水口町文化協会
11文化祭 11月26日（土）、27日（日）

あいこうか市民ホール 芸能発表
あいこうか市民ホール展示室 作品展示

第45回
甲南文化祭

11月5日（土）、6日（日）
忍の里プララ

芸能発表
11月3日（木・祝）～6日（日） 作品展示

第42回
信楽芸術祭

11月3日（木・祝） 陶芸の森　信楽ホール 芸能発表
10月29日（土）～31日（月） 信楽体育館 作品展示

第56回
甲賀町文化祭

11月6日（日） 甲賀中央公園体育館他 芸能発表
11月5日（土）、6日（日） 甲賀農村環境改善センター 作品展示

第8回
あいの土山文化祭

11月13日（日） あいの土山文化ホール 芸能発表

11月12日（土）、13日（日） 森林文化ホール、
あいの土山文化ホール他 作品展示

問／甲賀市文化協会連合会（事務局：文化スポーツ振興課　 62-2626）

お詫びと訂正
９月15日号で下記の誤りがありま
した。お詫びして訂正します。
Ｐ16　ベビープログラム
誤　�対象：平成23年11月～８月生
まれの乳児とその保護者（第１
子に限る）

㊣　�対象：平成23年４月～８月生ま
れの乳児とその保護者（第１子
に限る）

○
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情報のまど information

10 月 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

　  募　集
サントピア水口　勤労青少年ホーム
秋の短期教室受講生募集！！
◎秋のフラワーアレンジメント教室
●日時／11月8日（火）、11月22日

（火）　全2回　19時30分～21時30分
●定員／8名
●受講費／5,300円
◎メッセージカード＆年賀状＆短冊
手書きに挑戦教室
●日時／11月2日（水）～12月7日（水）

（11／23休み）全5回　19時～21時
●定員／10名
●受講費／1,200円
◎スクラップブッキング教室
●日時／11月18日（金）、12月2日

（金）　全2回　19時30分～21時30分
●定員／8名
●受講費／2,300円
●申込期間／10月7日(金)～26日
(水)(土日祝日は除く。受付時間は9時
～21時）
●申込場所／サントピア水口　勤労
青少年ホーム窓口（電話、代理での申
し込みは不可）
●対象／4月1日現在で15歳以上35
歳以下の方（中高校生は除く）
申し込みに必要なもの等、詳しくは下
記まで。
問・申／勤労青少年ホーム

63-2952 ／Fax 63-6788

経済センサス―活動調査の
統計調査員募集
平成24年2月1日を基準日として実
施される経済センサス―活動調査に
従事していただく統計調査員を募集
しています。
●業務内容／
1．調査員事務打合せ会への出席
2．調査担当区域の事業所の確認
3．調査票の配布と回収
4．調査書類の提出
●報酬／担当事業所数に応じた報酬
が支払われます。（平均的な70事業所
を担当した場合：約5万5千円）
●対象者／守秘義務を遵守できる市
内在住の20歳以上の方。
●募集人数／若干名

●募集締切／10月7日（金）
●申込方法／詳細はお問い合わせく
ださい。
問・申／総務課

65-0663

市営駐車場の利用者募集
●受付期間／10月3日（月）～14日

（金）（土・日を除く9時～17時）
●使用開始日／11月1日（火）

〔甲賀駅南駐車場〕3,000円／月
5区画（うち軽自動車1区画）

〔甲南駅前自動車駐車場〕3,000円／月
身体障がい者用2区画のみ
※申し込みの際は事前にお問い合わ
せください。（申込者多数の場合は抽
選となります。）
問・申／生活環境課

65-0686 ／Fax 63-4582
〔油日駅前駐車場〕3,000円／月
（直接お問い合わせください）
問・申／油日駅を守る会 88-5879

〔甲南駅前駐輪場〕
自転車1,500円／月　原付1,800円／月

（直接お問い合わせください）
問・申／甲南駅前駐輪場 86-0590

（受付時間／6時15分～9時15分、13
時～14時、18時30分～20時30分）

お知らせ
１０月9日～１6日は男女共同
参画社会をめざす「パートナー
しがの強調週間」です。
　日々の生活の中で「男だから」「女だ
から」という理由で役割や生き方を決
め付けてしまっていることはありませ
んか。
　誰もが豊かに安心して暮らせる社
会を築いていくためには、性別にとら
われず、男女がともに対等なパート
ナーとして社会のあらゆる分野に参画
し、個性と能力を充分に発揮していく
ことができる男女共同参画の実現が
必要です。
　この週間を機会に、男女が対等な立
場で思いやり、理解し合える素敵なパー
トナーシップを築いていきましょう。
問／人権推進課　人権政策係

65-0695 ／Fax 63-4582

平成２３年度 下水道排水
設備工事責任技術者試験
●試験日／平成24年2月16日（木）
午後
●試験会場／立命館大学びわこ・くさ
つキャンパス（草津市野路東1-1-1）
●受付期間／10月24日（月）～11月
11日（金）午前9時～午後5時（土・日・
祝日を除く）
●申込書配布及び受付場所／甲賀市
役所下水道管理課（甲南町野田810
番地）
問／財団法人滋賀県建設技術センター

077-565-0216
http：//www.sct.or.jp/
下水道管理課　施設維持係

86-8399

肺の健康教室の開催
●日時／10月12日（水）14時～16時
10月28日（金）14時～16時
●場所／信楽保健センター1階（受付
／信楽中央病院）
●内容／講義・肺機能検査・呼気一酸
化炭素濃度測定
●講師／医師・看護師・薬剤師・栄養士
●定員／20名
●持ち物／筆記用具
●参加費／無料
●申込締切／10月11日（火）
問・申／信楽中央病院

82-0249 ／Fax 82-3060

人権教育連続セミナー
■第 9 回
●日時／10月21日（金）１９時３０分～
２１時
●場所／碧水ホール
●内容／《講演》

『アイヌとして生きるということ
　ーアイヌ民族の文化と人権ー』
●講師／平

ひ ら

田
た

 幸
みゆき

さん
　　　　工

く

藤
ど う

 千
ち

秋
あ き

さん
レラの会・アイヌ民族文化伝承者
※参加無料。手話通訳あり。
問／人権推進課

65-0693 ／Fax 63-4582
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編 集 後 記

このコーナーでは市内の保育園、幼稚園、小中学校の
児童・生徒が描いた絵を順次紹介していきます。

甲南庁舎　
甲賀市甲南町野田８１０番地
【上下水道部】
　 ０７４８－８６－８０００　　 ０７４８－８６－８０３２
【教育委員会】
　 ０７４８－８６－８００２　　 ０７４８－８６－８３８０
市民窓口センター　
甲賀市水口町水口６０５３番地
　 ０７４８－６２－１６２１　 　   ０７４８－６３－４０８６
土山地域市民センター　
甲賀市土山町北土山１７１５番地
　 ０７４８－６６－１１０１　　    ０７４８－６６－１５６４
甲賀大原地域市民センター　
甲賀市甲賀町相模１７３番地１
　０７４８－８８－４１０１　　   ０７４８－８８－３１０４
甲南第一地域市民センター　
甲賀市甲南町野田８１０番地
　 ０７４８－８６－４１６１　 　   ０７４８－８６－８０２９
信楽地域市民センター　
甲賀市信楽町長野１２０３番地
　 ０７４８－８２－１１２１　　    ０７４８－８２－３４１５

甲賀市役所　
〒５２８-８５０２  甲賀市水口町水口６０５３番地
　 ０７４８－６５－０６５０　　 ０７４８－６３－４５５４

※上記４つの地域市民センターは、旧支所の地域
市民センターで、従来の支所機能を有します。

『広報あいこうか』の名称は市民憲章のそれぞ
れの頭文字を並べてできる「あい　こうか」か
ら名付けています。市民憲章とともに皆さんに
親しまれる広報誌をめざします。

甲賀市ホームページのアドレスが
変わりました！

甲賀市ホームページ　新アドレス　
http://www.city.koka.lg.jp/

編集 ・発行

Fax☎
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Fax☎

Fax☎
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甲南南保育園
なかい　こころさん

大野小学校　２年

前
まえ
田
だ
　真

ま
由
ゆ
さん

水口中学校　１年

寶
ほう
田
だ
　萌

もえ
花
か
さん

プールであそんだよ

きれいなアジサイが
さいたよ！

一瞬の夏、
一生の記憶

　９月１０日に開催された男性対象の料理教室は、料理の作り方だけ
でなく、料理を通じで、健康を考えることを目的としています。
　料理教室の栄養指導では、健康で長生きするための食生活の見直
し指標として、塩分を取りすぎない、揚げ物は週１回程度、野菜は１日
５皿３５０グラムを目標に、お酒は日本酒で１日１合、ビールで大瓶１本
程度にして週２日は休肝日を設ける、適度な運動、間食を控える・・な
どの項目が挙げられました。
　私の現在の食生活では、お酒以外すべて見直しが必要です。私も
健康な生活を送り長生きしたいです。そのために料理教室に参加さ
れたみなさんと同じように３つの目標を決めました。①体重を減らす
こと、②脂肪をとりすぎないこと、③毎食野菜を食べること この
３つで生活習慣の改善にチャレンジしたいと思います。 た

総数
男
女
世帯数

（－40）

46,770人
47,616人

32,730世帯

（＋12）

（－52）

（＋46）

94,386人
※（　）内は前月比 Ｈ23．8．31現在

甲 賀 市 の 人 口 の 推 移


	2011_1001_p01
	2011_1001_p02-17
	2011_1001_p18
	2011_1001_p20

